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巳 年 の幕 開 け  

令和7年・2025年がスタートしました。今年の干支は「巳」と表す「ヘビ年」です。 

さて、このヘビですが、その見た目や動きなどからあまり良いイメージをもたれない動物で、見る

だけで大声を出して逃げ出す人もいるほどです。ことわざや慣用句でも、どちらかと言えば良い意

味で使われるものは少ないようです。 

しかしヘビを神の化身として大切にしている国もあります。特にその生命力

の強さや脱皮する姿が永遠の生まれ変わりを思わせるところから、「治癒」や

「再生」、「医療」といった命に関するシンボルだとされています。だから救急車

には、右のようなマークがついていることがあります。このマークは「スターオブ

ライフ」と呼ばれ、世界中の医療現場で使われています。中央にヘビが巻き付

いた杖を、「アスクレピオスの杖」と言います。ギリシャ神話に出てくるお医者さ

んであるアスクレピオスが、いつも持っていた杖をデザインしたものです。また、ヘビの抜け殻をお

財布に入れるとお金が貯まるとか、ヘビの夢を見ると臨時収入があるなど金運にまつわるエピソ

ードも多いことが特徴です。ヘビを忌み嫌うのではなく、見方を変えると案外別のよさが分かるも

のです。そんな関わり方をしていきたいと感じた年明けでした。 

今年も、みんなが健康であたたかい芦屋小学校にしていくために、教職員一同邁進して参りま

す。昨年同様、ご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

🐍干支を順番に言えますか?🐶 

 

 

干支の順番は、年齢を重ねるごとに言えるようになります。芦屋小には、すでにスラスラと言え

る子どもが多くいて驚きました。 

ここで問題です。どうして漢字は、牛や虎など、いつも使う漢字を用いていない干支があるのか

を知っていますか。 それは、もとは動物を表すのではなく、他の意味をもつ漢字だったからです。

干支の始まりは古代の中国といわれていますが、多くの人々にもわかりやすく伝えるために、その

意味を12の動物に当てはめたそうです。干支は、アジア諸国で広く用いられています。しかし、国

によっては当てはめられた動物が違います。さて、国によってどんな干支があるかは・・・調べてみ

てくださいね。 

 

 

 

 

 

 

芦小だより 
創立１５１年 

 
芦屋小３つのあ ｢あいさつ  あんぜん  ありがとう｣ 

日々の子どもの姿から生まれた 

芦屋小が目指す｢だ・い・じ掃除｣スタイルのキーワード 

 

「□だ まって・□い っしょうけんめいに・□じ かんまで」 

子(ね)  丑(うし)  寅(とら)  卯(う)  辰(たつ)  巳(み)  午(うま)  

未(ひつじ)  申(さる)  酉(とり)  戌(いぬ)  亥(い) 

 

長い長い廊下を、懸命に拭く子どもたち 

      

スターオブライフ       



充実した毎日を送るために ～ 3学期は新学年を迎える大事な０(ゼロ)学期 ～ 

三学期は、学年のまとめの学期であると同時に、新しい学年に向かう準備の期間です。 「次

は、自分たちが頑張る番だ。」と気持ちを引き締め、一日一日を充実して過ごすことが何よりも

大事になってきます。充実しているとは、結果にかかわらず、自

分が力一杯できることをしたときや、志を持って何かを頑張って

いるときでしょうか。もしかしたら、努力が報われたと感じたとき

や思いがけずうれしいことや心温まることがあったときにも、感

じるのかもしれませんね。 

さて、うれしいことと言えば、昨年末に地域の方か

らお手紙をいただきました。本校児童のことです。 

それは、下校中に雨がパラパラと降りだした日のこと。頭をおさえて歩いていたの

で、傘を貸したそうです。次の日、その児童が貸したその傘と一緒に、次の言葉をそ

の方に伝えたそうです。ここに紹介します。 

「傘を貸してくれてありがとうございました。いつも毎日見守ってくださってあり

がとうございます。いつもみなさんのおかげで学校が楽しいです。これからもよろしくお願いし

ます。」   

  この方からのお手紙には、「心がぽかぽかした」「芦屋小のあったかい風につつまれた」と

表現され、最後には、「私にとって、うれしい想い出ができました。」と書かれていました。借りた

傘を返すことや、お礼を言うことは当たり前で、特別なことではないのかもしれません。しかし、

この出来事に感謝や思いやりの心が詰まっていると感じられる「感性」が、一人一人を幸せな

気持ちにしてくれるのだと思いました。 

 

 

 

 

 

 

✿人権学習のあしあと…『やさしいことばをつかおう』に向けた各学級の取組み・結果・これか

らをホームページにアップしています。 さらに、この取組をもとに、芦屋小学校宣言『いじめは

絶対ゆるさない！』を表示しております。どうぞご覧ください。 

 

✿学校アンケートへのご協力ありがとうございました。お忙しい中、多くの保護者の皆様にご協

力いただきました。今後、アンケートを集計し、報告させていただきます。ご協力ありがとうござ

いました。 

 

✿１月７日から、留守番電話設定がスタート 

    🏫平日…午前７時３０分から午後６時まで電話対応が可能（午後６時から留守電開始） 

※長期休業中は、午前８時３０分から午後５時（午後５時から留守電開始） 

        ＊欠席連絡については、スクリレをご利用ください。 

１／１０（金） ゆきだるまと子ども 

すてきな花言葉 💕 

校長室に置いてあるカランコエの花が咲き始めました。 
特に肥料をあげることもなく水だけで育てていますが、毎年この時期に花
を咲かせ始めます。和名を紅弁慶（べにべんけい）と言うそうです。 
花言葉に 「あなたを守る」 「幸福を告げる」 「たくさんの小さな思い出」
「おおらかな心」などがあります。 
たくさんの思い出を胸に、卒業、そして進級の春を迎えるために、日々に
感謝しながら、誠実に歩んでいきます。 

 


